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必ず注意していただきたいこと

●ボルトの締付けトルクは指定値（支柱連結部 8N.m、クランプは　　
　5N.m）を守ってください。特にアルミ製の支柱やクランプに対して
　ねじ込む際は、強くねじ込みすぎるとねじ山を崩してしまう恐れが
　ありますので注意してください。

●ネジはその構造上、ある浅い角度ではボルトは斜めにねじ込めてし
　まいます。１回転ほどで突っ張って止まりますが、それをネジ孔の
　不調だと勘違いしてそのまま無理に工具を使って締め込むと、メス
　ネジ側が破損してしまいます。
　そんな斜めねじ込みを防止するため、はじめの３回転ほどは工具を
　使わず指だけで、あるいは使っても軽い力だけでねじ込むようにし、
　強い力で本締めするのはスムースに無理なくねじ込めることを確認
　してからにしてください。
　斜めねじ込みによる破損は保証の範囲外となります。

●通常の２輪スポーツ自転車専用です。タンデム車やリカンベント、　
　ロングテール、長いサスペンションフォーク装備したDHバイクな
　どにおいて、前輪フックを目一杯上げても後輪が床に接してしまう
　場合は姿勢が不安定になるためお使いいただけません。また小径車
　では後輪フックが適切にフィットせず、まっすぐ吊り下げられない
　場合もあります。

● P-600AL での最大荷重は左右合わせて 50kg までです。
　ただし片側だけにしか自転車を掛けない場合は重量バランスが悪化
　するため 20kg までを限度とします。

●２台のうちの１台の自転車を取り外す際には、その直後にバランス
　を崩して不安定になりやすくなります。注意してください。

●設置はできるだけ平坦で水平な床の上に設置してください。各脚の
　アジャスタを正しく調整し、がたつきなく４ヶ所の接地点が同時に
　床に接しつつ、支柱が正しく直立するようにしてください。

●脚は組み方によって X字状と K字状の２種類を選ぶことができます。
　Ｋ字型脚を選択した場合は、転倒による事故を防止するため背面が
　壁になる場所に設置してください。
　またバランスを崩しての転倒防止のため、オプションの各種アタッ
　チメント等は支柱背面には装着しないでください。

●前輪フックにはリムへの傷付き防止のためとしてビニールチューブ
　が通してあります。しかしリムの表面処理や貼り付けてあるシール
　やフィルムの材質によっては、長時間の吊り下げ保管により自然に
　融着してしまうことがあります。
　気になる方はフックのビニールチューブを取り外すか、あるいはフッ
　クに包帯や使わなくなったバーテープなどを巻くなどして、直接フッ
　クとリムとが触れ合わないようにしてください。

●後輪フックは自転車を固定するためのものではありません。重量バ
　ランスにより斜め後方に傾いてしまう自転車を手前に引っ張って直
　立させるためのものです。フックは固定できず、動くのが普通です。

●やむを得ず後輪から吊り下げる場合は、足元に張り出してくるハン
　ドルバーなどにご注意ください。

（X字型脚での使用状態の例）
製品保証期間：お買い上げ日より１年間

内容の詳細については添付の「製品保証規定」カードをお読み
ください。また最新の情報については製造元のウェブサイトを
適宜ご参照ください。
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組み立てに必要な工具

5 ミリ六角レンチ（添付）　	 1 本
13 ミリスパナ（添付しません）　	 1 本

上支柱

前輪フッククランプ

脚
アジャスタ

ボルトサイズの読み方

長さ

径 例）　Ｍ 6ｘ 30
径 長さ

各部の名称

後輪フック

（単位：mm）

下支柱

!
下支柱の断面を
見て、ネジが切
られている方が
下 ( 脚側 ) になる
ようにします。
上側はネジは切
られていません。

支柱継ぎ手
クランプバンド
（上下とも同じもの）

芯材落下防止ピン

（添付されていない工具はご自身で用意してください）

P-600 をＫ脚で組み立てる

1

2

3

（図 B）

（図 C）

脚をＫ字型で組み立てると、壁などに寄せて省スペースに自転車を収納で
きるようになる反面、バランス不良による後方への転倒が懸念されるよう
になります。K字型の場合は必ず背面を壁などにしてください。

まずはじめに脚取付板を確認します。
２つは同じものではなく形は異なります。上側になるものはボル
トが素通しできるよう大きめの孔があけてあり、中央に下支柱に
取り付けるための４つの孔が設けられています。
下側になるものはボルトをねじ込むためのネジが切られた小さい
孔があいており、中央部の４つの孔はありません。
また孔のパターンはそれぞれ上下対称ではありません。
外縁部に横並びに４つあいている側が背面側になります。（図 A)

（図 A）

支柱は、クランプバンドの下にある切り欠き部が正面に
来るように使います。
切り欠き部を上に向けて置いた下支柱に、上側
脚取付板を図 Cのようにセットし、中央の
４ヶ所の孔にM6x30 ボルトをねじ込み、
添付の 5ミリ六角レンチを使って
4N.mで締め付けて固定します。

上側用の脚取付板
（図の下側が背面に）

下側用の脚取付板
（図の下側が背面に）

次に下支柱の上下方向を確認します。
下支柱の断面を見て、４つある C字型の溝部分にボルトをねじ込
むためのネジが切られている方が下側（脚が取り付けられる側）
になります。ネジが切られていない方は上支柱と接続される側に
なります（図 B)。（上支柱には樹脂キャップが装着されています）

クランプバンドの下にある
切り欠き部は上向きに

上側脚取付板
下支柱

M6x30 ボルト

!
ボルトは１本を
一気に締めてし
まうのではなく、
４本を満遍なく
締めていってく
ださい。

４つ孔が下になるように
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（図D）

（図 F）

4 続いて脚を取り付けていきます。
脚は４本とも同じサイズです。フットアジャスタの反対
側の端には、ボルトをねじ込んだ際にパイプがつぶれて
しまわないように補強金具が入っています。
この金具がちゃんとすべての脚に奥まで挿入されている
ことを確認してください。金具がない状態の脚は使わな
いでください。

5 ４本の脚を K字型に並べ、それを上下の脚取付板で挟ん
だ状態を、８本のM6x50 ボルトを脚を貫通させて止め
ます（図 Eの黒丸印部分を使います）。
ボルトは上側から通し、下側脚取付板のネジ孔に 6N.m
でねじ込んで固定します。

補強金具

（図 E）

下側脚取付板

M6x50 ボルト
M6スプリングワッシャ
M6平ワッシャ

!
ボルトは１本を
一気に締めてし
まうのではなく、
８本を満遍なく
締めていってく
ださい。

P-600 をＸ脚で組み立てる

脚をＸ字型で組み立てると脚の踏ん張りが効くようになるため、
支柱前後の自転車どうしの隙間を利用して別売アタッチメント
を取り付けて、予備ホイールやシューズなど他のものを搭載す
ることができるようになります。
またＫ脚のように方向性が決められてしまうことがなくなるの
で部屋のどこにでも自由に配置できます。その反面、設置面積
は K脚よりも大きくなります。

1 まずはじめに脚取付板を確認します。
２つは同じものではなく形は異なります。上側になるも
のはボルトが素通しできるよう大きめの孔があけてあ
り、中央に下支柱に取り付けるための４つの孔が設けら
れています。
下側になるものはボルトをねじ込むためのネジが切られ
た小さい孔があいており、中央部の４つの孔はありませ
ん。
また孔のパターンはそれぞれ上下対称ではありません。
外縁部に横並びに４つあいている側が背面になります。
（図 G)

（図 G）

上側用の脚取付板
（図の下側が背面に）

下側用の脚取付板
（図の下側が背面に）

2

（図H）

次に下支柱の上下方向を確認します。
下支柱の断面を見て、４つある C字型の溝部分にボルト
をねじ込むためのネジが切られている方が下側（脚が取
り付けられる側）になります。
ネジが切られていない方は上支柱と接続される側になり
ます。（図H)
（上支柱には上端に樹脂キャップが装着されています）

3 K 字型で脚を組む場合は下支柱じたいの方向性が決めら
れていますが、X字型では決まっていません。どちらを
向いていても構いません。

下支柱に、上側脚取付板を図 I のようにセットし、中央
の４ヶ所の孔にM6x30 ボルトをねじ込み、添付の 5ミ
リ六角レンチを使って 4N.mで締め付けて固定します。

!
万一補強金具がず
れていてボルトが
通しにくい場合は、
補強金具を捻って
孔とボルトのガイ
ドラインとを合わ
せてください。
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クランプバンドの下にある切り欠き部は
X字型の場合はどこを向いていてもよい

上側脚取付板

下支柱

M6x30 ボルト

!
ボルトは１本を一気に
締めてしまうのではなく、
４本を満遍なく締めて
いってください。

（図 I）

（図 J）

4 続いて脚を取り付けていきます。
脚は４本とも同じサイズです。フットアジャスタの反対
側の端には、ボルトをねじ込んだ際にパイプがつぶれて
しまわないように補強金具が入っています。
この金具がちゃんとすべての脚に奥まで挿入されている
ことを確認してください。金具がない状態の脚は使わな
いでください。

補強金具

5 ４本の脚をX字型に並べ、それを上下の脚取付板で挟ん
だ状態を、８本のM6x50 ボルトを脚を貫通させて止め
ます（図 Kの黒丸印部分を使います）。
ボルトは上側から通し、下側脚取付板のネジ孔に 6N.m
でねじ込んで固定します。

（図 K）

下側脚取付板

M6x50 ボルト
M6スプリングワッシャ
M6平ワッシャ

（図 L）

!
ボルトは１本を
一気に締めてし
まうのではなく、
８本を満遍なく
締めていってく
ださい。

フットアジャスタについて

フットアジャスタは、４点が同時に床に接地し、がたつきなく
支柱が垂直に立つようにその長さを調整します。

アジャスタはねじになっているので、ゴム部分を回して長さを
調整します。
長さが決まったら、ロックナットを脚パイプ側に当たるまで回
し、13ミリスパナで締め込んで固定します。

!
万一補強金具がず
れていてボルトが
通しにくい場合は、
補強金具を捻って
孔とボルトのガイ
ドラインとを合わ
せてください。
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前輪・後輪フックを取り付ける

1

＜前輪フック＞
＜後輪フック＞

支柱上側のクランプに前輪
フックを取り付けます。
ボルト孔の周囲 4ヶ所の位置
決め突起がクランプに乗り上
がったりしないように注意し
てください。

ボルトは、まずはじめは少な
くとも 3回転は指でつまみな
がら回し、問題なくねじ込め
ることを確認してから初めて
工具を使ってしっかりと締め
ます。

（図N） （図O）

（図 P）

（図Q）

2
支柱下側のクランプに後輪フックを取り付けます。
後輪フックは完全固定する必要はありませんので、フックが自
重で垂れ下がってこない程度に締めておくだけで結構です。

ボルトは、まずはじめは少なくとも 3回転くらいは指でつまみ
ながら回し、問題なくねじ込めることを確認してから初めて、
工具を使って締め込みます。

! P-600 では 2台の自転車は互いに一部重なり合う
姿で吊り下げられます。
そのため前輪フックは自転車のハンドル同士が干
渉しない程度に上下にずらして取り付ける必要が
あります。ただし下げ過ぎると自転車を吊り下げ
た時に後輪が床に接地してしまうことになるので
注意してください。
後輪フックは吊り下げた状態の自転車に合わせて
適宜場所を調整してください。一般的には後輪車
軸のある高さです。

5 N.m

5 N.m

上下支柱をつなぐ

P-600AL-6S では支柱は上下 2本に分かれています。
支柱は上下とも同じ太さで、芯材を間に挟んでつなぐ方式で組み立てます。
上支柱にはあらかじめ芯材が取り付けてあります。それを下支柱に挿入して
クランプバンドを締め付けて固定するという方式です。

1 まず下支柱側のクランプバンドを5ミリ六角レンチで緩めておきます。

2 上支柱に取り付けてある芯材部分を下支柱に挿入します。

芯材

上支柱

下支柱

クランプバンド

3 上支柱を下支柱にしっかりと密着させたまま、クランプバンドを 8 N.mで
締め付けて固定します。上側のボルトも同じく 8N.mで締めます。

（図M）

!

強すぎる力でボルトを締めるとクランプバンドが伸びてしまいます。
もしバンドの端と端とが接触してしまう状態になっていたらそれ以上は
締まりませんので、バンドを交換する必要があります。

緩めてから締める

!

クランプバンドのボルトは定期的に締め付け具合をチェックし、
緩んでいたら増し締めしてください。ここが緩むと支柱が崩落して
しまうおそれがある重要なポイントです。 8 N.m

ボルトを締め
ても隙間が
残っている
ことを確認



クランプの再装着のしかた

支柱にあらかじめ装着してあるクランプは基本的に外す必要は
ありませんが、オプションの追加などでいったんクランプを分
解してから再装着することもあります。
クランプは以下の説明に従って正しく取り付けてください。
しっかり固定できていないと、自転車をずり落ちさせたり部品
の破損を招く場合があります。

まず分解したクランプを支柱に
巻き付けます。

このときクランプの１本アーム
側が向かって右側に、２本アー
ム側が向かって左側になるよう
にします。

重ね合わせたクランプの下側から、アーム
先端・クランプ本体・アーム先端の３つの
孔すべてを通るようにピボットピンを通し、
上から平ワッシャを通したピボットピン固
定ボルトを軽くねじ込みます。

!
ピボットピンを上から通してし
まうと、六角レンチで固定ボル
トを回せなくなってしまいます。

支柱

ピボットピンを回転させ、ピンの側面
にあるネジ孔をクランプ右側の孔に正
しく合わせます。
この状態でクランプ締め付けボルトを
ピボットピンにねじ込みます。

クランプを固定するには、まず最初に
側面のクランプ固定ボルトをねじ込ん
でクランプを締め込み、続いて縦のピ
ボットピン固定ボルトを締めこんで
しっかりと固定させます。

!
ピボットピン固定ボルトは今は
まだ完全には締め込まないでく
ださい。次の作業が行なえなく
なってしまいます。

1

2

3
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（図 T）

フックを取り付けたクランプを緩めて、好みの位置に移動させ
ます。

フックは支柱のどこにでも固定可能ですが、脚をＫ字型にする
場合は必ず支柱側面の真横になる部分に取り付けてください。
（前輪フックは横に、後輪フックは前後に出るようにします）

!

クランプを移動させるには、①ピボットピン固定ボルトと
②クランプ締め付けボルトの両方を 5ミリ六角レンチで緩め
てから、③クランプを静かにスライドさせて行ないます。

クランプ締め付けボルトを緩めただけではクランプ
は動きません。必ずピボットピン固定ボルトも緩め
てください。

!
脚をＫ字型にしている場合は、フックは必ず支柱の
真横に取り付けてください。斜めに取り付けるとス
タンド全体のバランスを損なう原因となります。

後輪フックは、後輪タイヤのいちばん奥のあたりをフックで
引っ掛けた時に自転車が直立するように、そのクランプ位置を
上下に微調整してみてください。

クランプを移動させたあとは、①②両方のボルトともしっかり
と締め付けておきます。

!
クランプは支柱に直接触れていますので、十分に
緩めないままスライドさせると支柱に傷を付けて
しまう恐れがあります。十分に緩めてください。

（図 R）

3
ピボットピン固定ボルト

クランプ締め付けボルト

ピボットピン

（図U）

前輪フックには黒いビニールチューブが通してあります。
これは金属のままだとリムに接した部分に傷を付けてしまうこ
とを防止する目的で装着してあるものですが、逆にビニール
チューブがあることによってリムに貼り付けてあるシールや保
護フィルム、あるいはカーボンホイールの透明コートと自然融
着が起こり、それらを変色や破損させてしまうというおそれも
あります。
これは特に長期間同じ位置で吊り下げっぱなしにした場合や、
保管場所が高温になる場合に起き得ます。

それが気になる方はビニールチューブを取り外すか、あるいは
フックをバンデージなどで巻く、または布を 1枚挟むなどして、
直接リムと接触しないように対処してください。
弊社ではビニールチューブが原因となるホイールへのダメージ
についてはその責任を負いかねます。

!

前輪フックについて

（図 S）

1

2

3

5 N.m


